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13.Hafta Monogatarilerin meydana gelişi -uta.monogatari üzerine

伊勢物語

第二十三段
筒井筒

　昔、田舎わたらひしける人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけわたらひしける人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけの子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけども、井の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ遊びけるを、おとなになりにけびける人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけを、おとなになりにけ
れば、男も女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとも女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとも恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとぢかはして遊びけるを、おとなになりにけありけれど、男も女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとはこの子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとをこそ得めと思ふ。女はこの男をと得めと思ふ。女はこの男をとめと思ふ。女はこの男をとふ。女はこの男をと女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとはこの子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ男も女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとをと
思ふ。女はこの男をとひつつ、親のあはすれども、聞かでなむありける。の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけあはすれども、聞かでなむありける。かでなむありける人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ。女はこの男をと

さて遊びけるを、おとなになりにけ、この子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ隣の男のもとより、かくなむ、の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけ男も女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をとの子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけもとより、かくなむ、
　　筒井筒　井筒にかけし　まろがたけ

過ぎにけらしな　妹見ざるまにぎにけらしな　妹見ざるまにざる人の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけまに
女も恥ぢかはしてありけれど、男はこの女をこそ得めと思ふ。女はこの男をと、返し、し、
　　くらべこし　振り分け髪も　肩過ぎぬり分け髪も　肩過ぎぬけ髪も　肩過ぎぬも　肩過ぎにけらしな　妹見ざるまにぎぬ

君ならずして　たれかあぐべきならずして遊びけるを、おとなになりにけ　たれかあぐべき

など言ひ言ひて、つひに本意のごとくあひにけり。ひ言ひ言ひて、つひに本意のごとくあひにけり。ひて遊びけるを、おとなになりにけ、つひに本意のごとくあひにけり。の子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけごとくあひにけり。女はこの男をと

第125段
つひにゆく道

むかし、おとこ、わづらひて遊びけるを、おとなになりにけ、心地（ここち）死ぬべくおぼえければ、ここち）死ぬべくおぼえければ、死ぬべくおぼえければ、ぬべくおぼえければ、

つゐにゆく道とはかねて遊びけるを、おとなになりにけ聞かでなむありける。きしかどきの子ども、井のもとにいでて遊びけるを、おとなになりにけふ今日とは思はざりしをとは思ふ。女はこの男をとはざりしを


